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論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は、Ⅰレ4による軟骨破壊抑制効果を検討したものである。まず、正常ラット   
軟骨細胞にメカニカルストレスを負荷し、この時のiNOSmRNAおよびNOの合成がIL－4   
の前処置で抑制されることを示した。次に、ラット変形性関節症（OA）モデルにおけ   
る軟骨破壊は、IL－4の関節内投与により有意に抑制されることを病理組織学的に証   
明し、これは、IL－4による軟骨細胞のNO合成抑制によることを示した。IL－4はモデ   
ル初期から投与されており、すでに病変が存在するヒトOAでの効果については検討   
の余地があるが、本研究は、IL－4の軟骨破壊抑制能を示した新たな知見として価値   
ある業績と考える。  
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
